『海外現地校で教育を受けるに至った理由等の書き方と文例』

□例１～例５を参考にして事情を整理し、「海外現地校で教育を受けるに至った理由等」の欄に記入し、それを示す書類を準備してください。

１　日本で生活をしていた者が、外国に転居し、帰国した場合
例１　保護者の転勤により外国に転居し、帰国した場合
例２　保護者の転勤により外国に転居し、転勤以外の事情により帰国した場合
例３　転勤以外の事情により外国に転居し、帰国した場合

２　外国で生活をしていた者が、渡日した場合
例４　保護者の転勤により、日本に転居した場合
例５　転勤以外の事情により、日本に転居した場合
＊理由等を説明する文章では、志願者「本人」を基準に、たとえば、「保護者（父母）」、「保護者（父）」、「母（保護者）」、「父（親権なし）」「父方の祖父」という形で、その関係を記述ください。

（参　考）提出書類　添付書類は、状況を証明する箇所がわかるように、マーカー等で示すこと。
(1) 「やむを得ない事情により海外現地校で教育を受けたため調査書中の教科の評定が無記載となっている場合の取扱いに係る申請書」

(2) やむを得ない事情により教育を受けた海外現地校での成績を証明する書類
（在籍期間を明記すること。日本語又は英語のものが望ましい。）

(3) やむを得ない事情により、海外現地校で教育を受けたことを証明する書類

（保護者が勤務する会社等の帯同証明書、外国で長期滞在することを認められたビザ、日本での長期滞在を認められたビザ又は在留カード等）

１　日本で生活をしていた者が、外国に転居し、帰国した場合
提出書類の(3)として、外国に転居した特別な事情を示す書類を提出していただきます。それに依り難い場合は、その状況がわかる書類を提出していただきます。
＊次の①～⑧が作成した文書に含まれているか、確認してください。

①外国に転居した特別な事情


②外国への転居日
③外国に転居する者（すべて）

④外国での就学

⑤日本に転居した特別な事情


⑥日本への転居日
⑦日本に転居する者（すべて）

⑧日本での就学

例１　保護者の転勤により外国に転居し、帰国した場合
①父がアメリカで勤務することになり、②平成30年７月に③一家で転居、④９月にアメリカの現地校に編入した。⑤父が転勤で日本で勤務することになったため、⑥令和４年10月に⑦一家で帰国、⑧令和４年10月より○○市立△△中学校に編入した。
【参考】提出書類の(3)として、保護者が勤務する会社の帯同証明書が必要となります。
帯同証明書の提出が困難な場合は、保護者が外国で勤務することを認められたビザ及び本人が帯同したことが分かる書類（本人のビザ、パスポート及び在留証明書等）を提出してください。
例２　保護者の転勤により外国に転居し、転勤以外の事情により帰国した場合
①父が平成29年４月１日付けでドイツに転勤することになったため、②同年３月に③一家で転居、④４月に現地校に編入した。その後、⑤祖母の体調が悪化し、介護のため、⑥令和３年８月に⑦母と本人のみ帰国することとなった。本人は⑧令和３年９月より○○市立△△中学校に編入した。
【参考】提出書類の(3)として、保護者が勤務する会社の帯同証明書が必要となります。
帯同証明書の提出が困難な場合は、保護者が外国で勤務することを認められたビザ及び本人が帯同したことが分かる書類（本人のビザ、パスポート及び在留証明書等）を提出してください。
例３　転勤以外の事情により外国に転居し、帰国した場合

本人は日本国籍の父とマレーシア国籍の母とともに日本で生活していたが、①母方の祖父の介護のため、②平成28年12月に③母と本人のみマレーシアに転居した。本人は、④平成29年１月より現地校に通っていた。⑤日本の高校に進学したいという本人の思いもあり、⑥令和３年10月に⑦本人のみ帰国し、⑧○○市立△△中学校に編入した。現在は、⑦日本国籍の父とともに暮らしている。
【参考】提出書類の(3)として、本人が外国にルーツがあること及び本人が母とともにマレーシアに移住したことのわかる書類が必要となります。

２　外国で生活をしていた者が、渡日した場合
　提出書類の(3)として、本人が外国にルーツがあること及び日本に転居した特別な事情を示す書類を準備していただきます。それに依り難い場合は、その状況がわかる書類を提出していただきます。
＊次の①～⑥が作成した文書に含まれているか、確認してください。

①外国で教育を受けた特別な事情

②外国での就学
③日本に転居した特別な事情


④日本への転居日
⑤日本に転居する者（すべて）

⑥日本での就学

例４　保護者の転勤に伴い、日本に転居した場合
①本人は中国で生まれ育ち、②現地の学校に通っていた。③父の海外勤務に伴い、④令和３年７月に⑤家族とともに日本に移住し、⑥○○市立△△中学校に編入した。
【参考】提出書類の(3)として、本人が外国にルーツがあることが分かる書類及び保護者が勤務する会社の帯同証明書が必要となります。
帯同証明書の提出が困難な場合は、保護者が日本で勤務することを認められたビザ又は在留カード等及び本人が帯同したことが分かる書類（本人のビザ、パスポート及び在留カード等）を提出してください。
例５　保護者の再婚に伴い、日本に転居した場合
①本人は中国で生まれ、中国国籍の父と暮らしながら②現地の学校に通っていた。③父が日本国籍の母と再婚することになり、これを機に④令和４年８月に⑤父及び本人、妹で日本に転居することとした。⑥本人は令和４年９月より○○市立△△中学校に編入した。

【参考】提出書類の(3)として、本人が外国にルーツがあることが分かる書類及び保護者の状況がわかる書類（在留カード又は住民票等）及び本人が父とともに日本に移住したことのわかる書類が必要です。
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